
 

大阪千代田短期大学研究倫理審査規程 

 

（目的）  
第１条 この規程は、大阪千代田短期大学における研究の信頼性と公平性を確保し、研究の発展向上

に資するため、研究倫理審査に必要な事項を定める。 

  

（研究倫理審査の対象）  

第２条 研究倫理審査の対象は、次のいずれかに該当する研究とする。なお、原則として既に実施・

完了済の研究は遡及対象とならず審査対象とはしない。  

（１）研究対象者となる個人又は家族等、人に対する身体的、心理的又は社会的影響を伴う研究 

（２）一般公開となる研究成果物等から、研究対象者が推定・特定できうる研究  

（３）本学内外学生・教職員等を対象とした研究  

 

（研究倫理審査委員会の設置）  

第３条 前条の研究を審査するため、大阪千代田短期大学研究倫理審査委員会（以下「委員会」）を

設置する。  

 

（審議事項）  

第４条 委員会は「大阪千代田短期大学における研究活動に係る行動規範」、「大阪千代田短期大学研究

倫理規程」、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」、および日本学術振興会『科学の健全な

発展のために』編集委員会編『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』に基づき、次の事

項を審議する。  

（１）研究計画全体（研究目的・方法・予測しうる研究成果等）の審査に関すること  

（２）研究倫理の基本的事項に関すること  

（３）その他研究倫理に関すること 

２ 委員会は、前項の審議を行うにあたり、特に次の各号に挙げる事項に留意するものとする。  

（１）研究対象者の人権擁護  

（２）研究対象者に情報提供し、理解を求め、自由意思に基づいた同意を得る方法 

（３）研究によって生じる研究対象者への不利益および危険性の予測  

（４）予測される学問的・社会的な貢献  

（５）その他研究倫理倫理的問題に関する配慮  

 

（委員会の構成）  

第５条 委員会は、研究倫理委員会委員長が委嘱する教職員３名程度の委員をもって構成する。  

 

（委員長）  

第６条 委員会に委員長を置き、委員長は委員の互選によって選任する。  

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。  

３ 委員長に事故ある時は、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。  

 

（委員会の成立及び議決要件）  

第７条 原則として委員会は委員全員が出席することによって成立し、出席委員の過半数の合意をもって



議決する。何らかの事情で欠席せざるを得ない場合は委任状を持って議決権を行使するものとする。 

２ 委員会の議事については、記録を作成し、保存するものとする。  

３ 委員会は原則として非公開とし、委員は職務上知り得た情報を正当な理由なく他人に漏らしてはなら

ない。その職を退いた後も同様とする。  

 

（審査の手続き等） 

第８条 本規定第 2 条による研究を実施する研究者（以下「申請者」）は、以下申請書類を「図書・紀

要・研究倫理委員会」開催日 1 週間前までに、研究倫理委員会委員長及び事務担当者にメール添付で提

出する。  

・研究倫理審査申請書」（様式第１号） 

・関係資料（任意書式：研究調査協力者への調査協力説明書・依頼書、調査協力同意書、質問紙調査等

の場合は質問項目一覧等） 

・「研究倫理審査申請書チェックリスト」（様式第２号) 

２ 研究倫理委員会委員長は、申請書を受理したのち、第５条に基づき委員会を開催・審査する。 

ただし、第９条に定める場合においては、この限りではない。  

３ 委員会は、必要に応じて申請者又は第三者に対して、委員会への出席を求め、申請内容等についての

説明・意見を聴取することができる。  

４ 研究倫理委員会委員長は、審査の開始と結果について研究倫理審査報告書（様式第３号）により速や

かに学長に報告する。  

５ 学長は、前項の報告を尊重し、申請者に研究倫理審査結果通知書（様式第４号）により審査結果を通

知する。  

 

（申請手続きの特例）  

第９条 学長は、緊急に研究を実施する必要があると判断した場合には、委員会の意見を聴取する前に研

究の開始を承認することができる。ただし、事後速やかに、委員会に審査を諮問し、その意見を尊重しな

ければならない。  

   

（研究計画等の変更）  

第１０条 申請者は、本委員会承認後に研究計画等を変更する場合は、改めて申請書を提出しなければな

らない。  

 

（異議申し立て）  

第１１条 申請者は、審査結果に異議がある場合は、研究倫理審査結果通知書が交付された日の翌日から

起算して１０日以内に、具体的な理由を記載した再審査申立書（様式第５号）及び異議の根拠となる資料

を、研究倫理委員会委員長及び事務担当者にメール添付で提出する。  

２ 研究倫理委員会委員長は、異議申立書受理から１０日以内に委員会を招集し、委員会は異議申し立ての

妥当性を速やかに審査しなければならない。  

３ 異議申し立ての妥当性が認められた場合、委員長は、再審査のための委員会を開催しその結果を学長に

報告しなければならない。  

４ 学長は、再審査の結果を申請者に研究倫理再審査結果通知書(様式第 6号)により通知する。  

 

（研究状況報告）  

第１２条 研究倫理委員会は、申請者に研究の実施状況について報告を求めることができる。  

２ 申請者は、研究終了後、速やかに研究倫理委員会に研究終了報告をしなければならない。  

 

（規程の改廃）  

第１３条 この規程の改廃は、教授会の審議を経て学長が決定する。  

 



附 則  

この規程は、平成 29年 4月 1日から施行する。 

この規程は、令和 4年 7月 27日から施行する。 

この規定は、令和 7年 5月 28日から施行する。
 


